
おわ りに

本占の II的は，ソ連時代を生きた人々がソ連州壊後に独立l叶家として牛まれ

変わった生活の中でソ連時代をどのように叫l認しているのか，彼らがどのよう

なことを経験してきたかを叫録することであった．本内では，人々の晶I`点をi---

な分析の対象としているが，そのような心I認が客観的なものであり，また屈史

について最終的な結論を出せるものと定義しているわけではない．）栢史を11［名

する際に，この閣隠についでl判重な姿勢で扱わなければならない、1；闊については，

本翡でも「分に配l慮してきた．あるロシアの1斤学者の言策にもあるように，「現

象と本質としての出‘|］揺は単純ではなく矛眉が多い，非常に複雑なものである．記

1慇は，裏切ることも、l鼠すこともできる」 I).

その一例はノスタルジーを感じ， 1社年の物価の切り下げと秩序を懐かしがる

ソ連時代の支持者と，現在の祈しい経済や社会状況の下で社会的に恵まれた地

位を得，ソ連II-、『代の否定的な部分のみを強調する者とがいることに象徴されよ

う．そういった怠味では，晶臆は特別な注紅を災するものである．過去を過剥

に）＇こ化し，過よにノスタルジーを感じながら牛きることは今の日分を否定する

ことになるように，過去を柏否し，今の日分を過1、^•から切り翡i［して生きること

は，社会が独白1生を失うことにつなかる 2).

これまでの旧ソ連中央アジア地域に関する歴史研究は，•主に文献史料を中心

に構成されており，人々の占や彼らが経験してきたことは無視されることが多

かった． しかし，時代の政治的なイデオロギーを多く反映する歴史資料に，人々
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の経験に1見lする を加えて検』することて， Ilか代と様々な出米＇れを初めて虚

叫することができるようになるのではなしヽだろうか．本内では，そのような人々

の，；亡I‘ヽ店をりし1共することで， ソ連II.『代の複雑さをより客観的に」―II[frj;（てきるように

なることへの直献を 11指した．

そのような「，心Ì、忍の小のソ連」を，ウス｀ヘキスタンの近代史，スターリンII、『

代，第゜．次IIt界大戦，スターリン亡き後のIIが代，「貨拿の時代」といわれた

1970-80年代，人々のソ連時代のコミュニティ観， イスラーム観，民放観やソ

連崩J乳に対するノスタルジーに 1月する l̂0)i打を通して述べてきた． IIImでも述

べた迎り，これらのエi喜は，多くの人々（特にi晶齢打）に対するインタビュー

に）lしづし、てしヽ る．その II的は，彼らが生きたIIが代のエピソードや叫l邸に残った

ことを追して，彼らが牛きたII.『代をとらえなおすことであった．

における・-tな研究材料となったインタビューを巡める Iドで1リlらかになっ

たのは，人々は何を）く切に息うのか，人々はどのような価値観をjかってしヽるの

か， ということである．例えば，イデオロギーに影縛を受けた 2種類の！栢史が

現れている． どういうことかというと， ＇i化命前は人々は白分たちの伝統を）ぐli.

にしていた． しかし， ソ連時代になると，「背は、＇應く， ソ連Il.『代が良い」としヽう

考え方がプロパガンダとして人々の間］に広まった．ソ連時代の1|Iでもいくつか

の時代があり，指導者が変わると同11寺に1ii]の指導者を悪く言うのが利般的な傾

向であった．さらに独＼9／．．が達成されると，ソ連はすべて誤りであり，独立こそ

が人々を解放したのだ， というのが新しい政権の）！祖史観，政）付関係者のはい分

になった．このような状況において，政治家のiij『釈に悲づいた）栢史ではなく， i1,1

来事そのものを重視した歴史を構築しえるかというと，それは非常にり':liしい．な

ぜなら，それらは政治的に大変採作されやすく，最終的に今後50年， 60年経っ

てから，今の時代， 1］りのll]代が何であったのかわからなくなることも懸念され

るからである．

そうした中で，多くの人は本書で述べられた話を家庭内のみでしており，そ

れを外部に出すことはなかった．彼らはそのような（歴史やイデオロギーとい

った）政治的にセンシティブな話を「台所油」とよんでいた．その且lllllには，政

治は判坪であり，台所の盾をしないと中身（つまり政治）かわからないという

兄力があったからである．実［祭，そのような話は台所で行われていた．なぜ台
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所か安全なのかはが明だか，そのような傾Ih]は今の中央アジア，例えばウズベ

キスタンにも 1） 1き継がれている．つまり， 1翡代が変わっても人々の政治観や、瓜

識は変わらないというのか現状である．

I I的は 1」'常生活の出来’liからIIか代を；心録することだが，政治的な出来

-'-l［と人々の姿勢は必ずしも致しないことが明らかとなった．例えば，本げにも

あったように，スターリン時代をどのように立えてしヽるかというと，「物がだん

だん安くなってし、った1り期」で，物価は 4月と 10月に必ず安くなったという．

現在はこれとは正）又対で， 4）lと10)」に物価はいがる．インタビューでは，

時は物を買わずに4月まで｛がった」，「10月までイかった」という人が多かった．

また，スターリンが夕じんだIIかの出来巾については，「1ヤが泣いていた」という．

ある人はまだ「どもだったが，「なぜ枠が泣．いているのかわからず， とにかく特

が泣いているから 1;1分もi立いた」と晶っている．また子どもたちにとってのス

ターリンは，亡くなるlliJも後も「写真」に過ぎなかった．「スターリンが死んだ＿）

と伝えられた II~い 「どもたちは1j真がどのように死ぬのかわからなかったのだ

という．殷にはいつもスターリンとレーニンの写真か貼られていたため， 1り:日

のようにそれをみていたfどもたちはその写真がスターリンだと且lli解していた

としヽう．

フルシチョフ時代に 1刈しては，例えば人々は，「パンがなくなった」とii打って

しヽ る．共hi’:．：党執行脊1外におけるフルシチョフの最大のミスは，］叶民に食柳か行き

渡らず， 1叶民の不泌が高まったことだと言われており，人々の証言にも「パン

や貧判•11山が気になくなった」というものがみられる．

また， ソ連時代の木教政策や民放政第を批判する人も多く，非常に複雑なオ竹

造がみられる．その力＾で，多民族共イ［の政策，つまり多様な民族の人たちが

同じところに共存するという政策を支持する人も多く， 自分たちだけの国を沼

むという人たちはいなかった．ただし，ソ連の中でもっとも不満だったことを

間けば必ず三つの答えが返ってくる．それは，宗教の自甘＿―lが制限されたこと，民

放の伝統の自山が制限されたこと，そして政治的参加の自由がなかったことで

ある．また，ウズベキスタンにおいては綿花生廂が「国を悪くした」，「自分

たちの生訴に影脚した」という出も 1li」かれた．

コミュニティについて，マハッラのような近隣コミュニティは一休何だった



252 

のかというと，多くの人はそれをコミュニティとよぶのは以りだと 1-1• う．彼

らによれば，各地域にあった地域社会はあくまでも拡）ゞ家放のような什糾みで

あり，それが現代になってコミュニティとなった．拡）く家放としヽう ソ連

時代を追してしだいに池れ，それか現在のコミュニティになってしまったとい

うのか彼らのtiJlこである．

最後に， ソ辿II、『代に1月する、1瓜外なIlil答例を拳げる． ソ辿時代は「まあまあ良

かった」といった控えめな1ll噂が多いが，それはある紅味ではノスタルジーの

現れでもある． 1/1民かソ連IIか代にノスタルジーを抱く叫lllは， ［に・.つ拳げら

れる． つは，過よに対するノスタルジーがウズベキスタンのみならず， どこ

O)l1寸の人にも共通するものであることである．それは， 191分がまだ佑＜椋々な

ことに桃戦してし＼た！I~『代に戻りたい， という気持ちから作じると息われる．

．つ 11には， 11::1ソ連を1竹成していたウズベキスタン（とその他の共和III)の

人々が持つ特殊刊である．すなわち， 191分たちがこれまで経験してきた

政治休制，社会などに1見lする感I＼りに）よづいだ懐かしさである． Iiij扱的ではある

ものの，そのような陰かしさはi|tに過よに対する‘|titれだけでなく，現在の生活

に対するが満も物i,｛｝っている．彼らの多くは 191分たちの視時、点でのI卜活や経済・

杜公状況の観｝，兄から酋時を息し＼出し，ノスタルジーを感じ，ソ連時代を非‘常に

閻く，評価する．具イ本的には， ソ連的なイ1lli1直観，社会11illl立，牛活の安定感， 人々

のイ1:lli•やおl［いに対する 1見l係にみられた規1|!:, 1'，・り水準の労働や教介，そしてソ

連の部を構成しているという誇りがその且1廿llとしてよく拳げられる．これら

が人々の中にしヽまだに残るソ連時代の魅力とこの時代に対する愛オiの災囚とな

っている．

このような中で，現在の，例えばウズベキスタンが陥った状況の直任は11i［に

あるのかという、し圧については， ソ連幹部やロシア人ではなく，彼らの言いなり

になって命令を実1了した「われわれ」，つまりウズベキスタンの人々にある， と

いう人がいたことは興味深い．これは非‘常に珍しいことだと考えられる．かつ

て，このような質間をすると，あくまでも「ロシア人やソ連幹部の責任だ」と

するIlll答が多かったからである．このことは，人々のぢえ力がある程度変化し

てきていることを物晶っているのではないだろうか．


	おわりに-249
	おわりに-250
	おわりに-251
	おわりに-252

